
 

中央大学 副学長 加藤 俊一 

1957年大阪府生まれ。京都大学工学部情報工学科卒業、同大学院博士課程修

了。工学博士。1986 年通産省工業技術院電子技術総合研究所（現・産業技術

総合技術研究所）入所。知能システム部対話システム研究室長等を経て、1997

年より中央大学理工学部教授。2010 年より中央大学副学長（研究推進担当、

ダイバーシティ推進担当）、研究推進支援本部長を務める。専門は人間情報学、

人工知能、Human Computer Interaction。感性工学 / Affective 

Engineering の世界的な先駆者。学部生・大学院生と共に、産学連携の共同研

究を多数実施。日本感性工学会の理事、副会長を歴任、現在は参与。日本グロー

バル人材育成教育学会の理事、関東支部長。電子情報通信学会シニア会員、情報

処理学会、日本建築学会、米国 IEEE に所属。 
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